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■構造計画プラス・ワンを率いる
　構造家・金田勝徳さんが構造計画プラス・ワンを
設立したのが1988年。その10年前に名古屋で次男と
して生を受けたのが早稲倉章悟さん。構造設計事務
所も例外ではなく，どこも小規模の組織を誰が継承
していくかが悩みどころだ。特に，構造家が卓越し
た技術力と，人としての魅力が相まって築き上げたア
トリエ系事務所となるとさらに難しそうだ。金田勝徳さ
んへのインタビュー（本コラム47回）で，「社名に自
分の名前を入れなかったのは，会社を継続していく
ための布石です」と語った。それは個人の組織への
執着というものではなく，自分が携わった建物への責
任を強く考え，建築家と協働してきた自負と役割を考
えてのこと。そして後継者にしたのが，構造計画プ
ラス・ワンの代表取締役になって3年目に入る早稲倉
章悟さんであった。金田さんからその意思を伝えられ
たのが，入社してまだ2年目くらいの頃だったという。
当時50歳代半ばの経営者が会社を託そうと決断した
のが，自分より33歳年下の20歳代の若者だった。技
術者として一人前になるのには10年かかるといわれ
ていた早稲倉青年には，「後継に」の言葉の意味は，
「ピンと来なかった」。物理工学科に進んだ優秀な兄
への憧れや，競争心のようなものから建築を選ぶ。
名古屋大学に席を置いて同大大学院で学んだ。
■リーダーの条件
　早稲倉さんが，技術者としての将来性が群を抜い
ていたとしても，経営者として適任と判断された能力
はどのように培われたものなのか。それは「自分が意
識して努力した結果」だったという。小中学校時代
はクラス委員に指名される優良児であったというが，
よくある話で優秀な子が上の学校に進学すると，まわ
りは皆同様に「できる子」なので萎縮してしまうこと
がある。そんな一人だったのが，「意識して気持ちを

切り替えた」というから早稲倉さんは素晴らしい。自
主性と積極性ある態度で，勉強にも仲間との付き合
いもするように努力した。リーダーとして不可欠なコミ
ュニケーション能力をもつ人間へと自己改革したのだ。
いきさつを知ってか知らずか金田さんの眼にセールス
エンジニアとしてプラス・ワンの看板を背負う構造家・
早稲倉章悟が見えていたのだろう。
■これからの構造家像
　横須賀美術館を担当して，建築家・山本理顕さん
と深くかかわることができたのが構造家への指針とな
った。スタッフへの厳しい指導を，間近に見ることが
できたのも大きい。建築家として，ぎりぎりのせめぎ
あいの中から意匠デザインの美しさを求める姿勢。
迫力ある建築家の教育に，構造の立場でも同じと感
じた。山本理顕設計工場出身の設計事務所
SALHAUSと金沢美術工芸大学の建設に力を入れる
充実したときを過ごせるのもそれからの縁である。
　横須賀美術館の監理をしているときには，金田さ
んと行動をともにする密な時間があった。師のやり方
を見て得たものは，今の財産となっている。瑞 し々い
頭で吸収できた早稲倉さんだったが，金田さんが早
稲倉さんを深く知ることができたともいえそうだ。
　大学院では大森博司教授と「構造形態創生法」
と呼ばれる構造最適化を目指した新しい構造解析手
法を研究した。「力の流れに沿ってものが形づくられ
ていく様が面白い」と語る早稲倉さんの思想の基礎
になっている。2013年からJSCAのプログラム部会も
務めておりますます忙しい。「エンドユーザーをいつ
でも意識してつくっていく。さまざまな建築の切り口に
興味を持ち続けたい」。師匠譲りで，和かな表情に
本心を秘めて真摯に構造界を引っ張っていく。
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バックナンバーをご希望の方は最寄りの書店か直接弊社へお申し込み下さい。
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No.826
本体
1,759円＋税

特　集

非住宅建築物の
省エネ設計手法の整理整頓
非住宅建築物の省エネルギーに重要な役割を果たす手法や
技術を見渡し，ポイントと思われる特徴について，外皮，空調設備，
給湯設備，照明設備を解説■監修：澤地孝男

■連載：新時代を拓く最新施工技術　第109回／建設現場
の生産性向上に向けて　最終回／建築関連最新判例の解
説　第59回／施工者に幸あれ　第83回／ほか
■architectural design【刈谷市立刈谷東中学校】
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No.828
本体
1,759円＋税

特　集

わかっているつもりだけの換気
新築住宅の1割をZEHが占め，換気の省エネへの関心が高ま
っている。本特集は熱交換換気，第3種換気，建物の気密性，
メンテナンスなど，換気の疑問に答える基本知識と学識者の研
究成果を提供■監修：南 雄三＋田島昌樹

■連載：RC造建築物の構造設計における変形モード・変位制
御　第1回／葬送のデザイン　第1回／施工者に幸あれ　第
85回／ほか
■architectural design【とらや赤坂店／福井県年縞博物館】
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No.829
本体
1,759円＋税

特　集

設計者が知るべき木造建築物の
腐朽・蟻害対策の勘所
本特集では腐朽・蟻害の基本事項と，設計時に配慮すべき項目
を解説する。具体的な設計事例を紹介し，実際の納まりや設計
上の注意点を説明■監修：中島正夫

■連載：RC造建築物の構造設計における変形モード・変位制
御　第2回／葬送のデザイン　第2回／新時代を拓く最新施
工技術　第112回／施工者に幸あれ　第86回／ほか
■architectural design【Overlap House】
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No.830
本体
1,759円＋税

特　集

鉄骨造の施工管理力UP術
本特集では，見落としてはいけない施工技術のポイント，正確に
は理解されていない施工技術のポイントを取り上げ，「施工計
画」と「施工管理」を中心に解説■監修：田中 剛，協力：（一社）
日本建設業連合会 建築生産委員会施工部会

■連載：RC造建築物の構造設計における変形モード・変位制
御　第3回／葬送のデザイン　第3回／新時代を拓く最新施工
技術　第113回／建築関連最新判例の解説　第63回／ほか
■architectural design【慶松幼稚園／eggg Cafe】
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No.831
本体
1,759円＋税

特　集

配筋から読み解く断面設計
本特集のテーマは，納まらない配筋。配筋が過密化・太径化する現
在では，構造設計時から施工を考慮した配筋を検討する必要があ
る。断面設計を行う際に，配筋図を考える際の注意点や勘所を解
説■監修：大塚秀三＋中田善久＋井上芳生

■連載：RC造建築物の構造設計における変形モード・変位制御　
第4回／葬送のデザイン　第4回／新時代を拓く最新施工技
術　第114回／建築関連最新判例の解説　第64回／ほか
■architectural design【日本平夢テラス】
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No.832
本体
1,759円＋税

特　集

建築設備の基本知識から
協働する設計手法を探る
平面・立面・断面から建築設備設計を取り上げ，意匠・構造・施工と
の共有ゾーン（重ねしろ）における協働のあり方を解説
■監修：野部達夫，協力：（一社）建築設備技術者協会

■連載：RC造建築物の構造設計における変形モード・変位制御　
第5回／葬送のデザイン　第5回／新時代を拓く最新施工技
術　第115回／建築関連最新判例の解説　第65回／ほか
■architectural design【香美市立鏡野中学校武道館・プール】
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No.833
本体
1,759円＋税

特　集

中大規模木質混構造の
新たな可能性を拓く
中大規模木造建築物が数多く建てられているが，実は混構造
建築が多い。これからの木質混構造の可能性を事例をとおして
探る■監修：大橋好光

■連載：RC造建築物の構造設計における変形モード・変位制御　
第6回／葬送のデザイン　第6回／新時代を拓く最新施工技
術　第116回／建築関連最新判例の解説　第66回／ほか
■architectural design【早稲田大学37号館 早稲田アリーナ】
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No.834
本体
1,759円＋税

特　集

設計と施工を結ぶ
これからの設計図書情報
本特集では，発注者，設計者，施工者の間における設計図書情
報の正しい伝え方に着目し，情報伝達のツールである設計図書
の作成方法や読み方を解説■監修：浦江真人

■連載：RC造建築物の構造設計における変形モード・変位制御　
最終回／新時代を拓く最新施工技術　第117回／ほか
■architectural design【東京音楽大学中目黒・代官山キャンパ
ス／須坂双葉幼稚園】
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No.835
本体
1,759円＋税

特　集

自分でつくろうMy断熱基準
省エネ法が改正され，住宅や小規模建物でも設計者は建築主
に対して説明義務が必要となる。設計した建物の断熱性能を理
解するアプローチを紹介■監修：南 雄三

■連載：東京料金所トールゲート上屋リフレッシュ事業の記録　第1
回／新時代を拓く最新施工技術　第118回／建築関連最新判
例の解説　第68回／ほか
■architectural design【追手門学院大学ACADEMIC-ARK】

12
2 0 1 8

No.827
本体
1,759円＋税

特　集

現場で知識を融合して
つくり込む構造設計
設計施工分離により，切り離された設計と現場の知識。現場の
知識を設計に盛り込む生産システム，現場で蓄積されてきた知
恵を活かした建築実例を紹介■監修：腰原幹雄

■連載：新時代を拓く最新施工技術　第110回
／建築関連最新判例の解説　第60回
／施工者に幸あれ　第84回／ほか
■architectural design【OVOL日本橋ビル】
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No.836
本体
1,759円＋税

特　集

架構と加工の関係から
新たな組立工法の可能性を探る
組立構法は部品と部材で構成され現場で組み立てるため，早
い段階で多様なプレーヤーとの擦り合わせが必要となる。材料
別の架構・加工システム，加工技術を解説■監修：腰原幹雄

■連載：東京料金所トールゲート上屋リフレッシュ事業の記録　
第2回／新時代を拓く最新施工技術　第119回／建築関連
最新判例の解説　第69回／ほか
■architectural design【屋久島町庁舎】
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No.837
本体
1,759円＋税

特　集

変わる木造建築物の防耐火設計
建築基準法が改正され，木造建築物の防耐火設計が変更にな
った。本特集では，防耐火に関係する法改正の概要解説に加
え，防耐火設計のポイントを解説■監修：萩原一郎＋河野 守＋
安井 昇

■連載：建築検査学とIT/AIの融合　第1回/新時代を拓く最
新施工技術　第120回／建築関連最新判例の解説　第70
回／ほか
■architectural design【大宮区役所・大宮図書館】


